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モ ンゴル 西部 ・Potanin氷河 周辺の 長期変動と質量 収支 へ の 影響
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1 ．は じめ に

　 モ ン ゴル 西 部 地 域 に は い くつ か の 氷 河 が 存 在 し、近 年 に お

け るそ れ ら の 後 退 が 報 告 され て い る （Kad 。ta　 and 　Gombo ，

2007）。こ れ らの 氷 河 の うち ほ とん ど は 詳 細 な現 地 観 測 は 行

われ て い ない が、P。tanin 氷 河 に つ い て は様 々 な現地 観測を

行っ て きた。氷河の 後退 や 厚さ、質量収支など が 定量的に 分

か っ て きて い る（紺屋他，2009）。 この 氷 河 に つ い て の 熱収支

計算 の 結果から融解 に は放射が大きく寄与することが分かっ

て い るが 〔Kenya　 et 　 al．　 s 凵bmitted）、ア ル ペ ドの 変化 は あまり

見 られ て い ない 。したがっ て、涵 養 に 関係 する積雪／降雪量 と

気温 の変化 が大きな 影響を与 えて い ると考え られ る 。 本研究

で は こ れ らの変動を解析し、Potanin 氷河の 質量収支 変動 と

の 対 応 に つ いて 考 察 す る。

2．対象地域

　Potanin氷 河 （N49，　E88）はモ ン ゴ ル 西 部 に位置 し、ロ シアと

の 国境 に 接して い る。こ の 氷河 は、標高 4374m で あるモ ン ゴ

ル 最 高峰の Huiten山 か ら、末端の 約 3000m ま で 、長 さ 11km

に わ た っ て 東 方 向 に流 下 してい る氷 河 で ある 。

3．デー
タ

氷河 およ び近 隣に て AWS を設置 し、気象観測を行っ た 。 また、

周辺地域に 設置され てい るモ ン ゴル 、ロ シア の ス テーシ ョン に

て 長期に わた り観測され て い るデー
タを取 得 した。

3．1 観測データ

　これまで に 得られ て い る観測デ
ー

タは 以 下 の 通 りで ある。
・2007 年 6 月〜現在、氷河上消耗域 にて。
・2007 年 6 月〜2008 年 6 月 、氷 河 外 の 草地 斜面 にて 。

・2008 年 6 月〜現在、稜線上 にて （
一

般場 の 観測）。
・2008 年 6〜9 月、氷河か らス テ

ー
ション 方向へ 約 20km の 距

離 に ある標高約 2500m の 地点に て。

3．2 ス テーショ ンデータ

・モ ン ゴル 側

　 1960 年代 か ら（積雪深に つ い ては 1980 年代 か ら）

　Ulaangom，　Ulgii，　Hovd の 3 地 点 の ス テ
ーション に て

・ロ シア 側

　1970 年代 か ら（旧ソ 連時代 か ら）

　Akkem 、　Kesch−Agach の 2 地点 の ス テ
ー

シ ョン に て

河 上 では 周 辺 地 域 よりも小 さい 値 が 得 られ た。

4．2 積 雪 深 の 変 動

　ス テ
ーシ ョン データか らは 、長 期 的 な 積 譬 量 の 変 動 に 顕 著

な傾 向 は 見 られ な い が 、積雪 日 数 は減少傾 向 に あっ た 。 積雪

量 は 地域 差 が 大きく、杉浦他（2008）に報告されて い る積雪深

の 標高依存性は 、モ ン ゴ ル 側 3 地点の ス テ
ーション に は 当て

はまらなかっ た。また、氷 河 での 観測 によ り、氷河 下 流域 では

積雪 t が非常に 少 ない ことが分 か っ た。

5．考察

・
氷河 を含む モ ン ゴ ル

・
ア ル タイの 地 域 で は 降水 は 夏季に 多

い が 、標 高 の 低 い 地 域 で は積雪 は 冬 季 だ け に見 られ る。した

が っ て 、氷河 地 域に おい て も、末端付近 は 冬 季の わずか な 降

雪と夏 季 の 大きな融解で 年間収支は 大きくマ イナス 、上 流域

は 夏 季 におい て も降雪が見 られ融解は 少ない ため年間収支

は わずか に プラス で ある と考え られる。
・過 去 に お い て は、現在 より気 温 が 低く、上 流 に お い て は 夏

季涵 養量 が 現 在 よ りも多く、消耗1 は 現 在 よ りも少 な か っ た と

考えられる 。 したが っ て、質t 収支は現在ほ ど大きくマ イナス

に 傾い て い なか っ たと予 想で きる。
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4．結果

4，1 気温変動

・ス テ
ー

ション デ
ー

タに は、モ ンゴ ル 地域もロ シア地域も過去

約 50 年間に おい て 温暖化傾向が見られる。
・氷 河 で観 測 した気温 とステーション の 気 温 は相関が高い。
・氷 河 とそ の 周 辺 の 逓減率 （気温 減率 ）を計 算した とこ ろ、氷
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